
東
京
都
知
事
選
（
６
月
２
０

日
告
示
、
７
月
７
日
投
開
票
）

は
、
３
選
を
目
指
し
て
立
候
補

す
る
意
向
を
固
め
た
と
さ
れ
る

小
池
百
合
子
知
事
と
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
候
補
・
立
憲
民
主

党
を
離
党
し
無
所
属
で
戦
う
蓮

舫
参
院
議
員
が
出
馬
宣
言
し
た
。

蓮
舫
氏
は
会
見
で
「
裏
金
事

件
、
『
政
治
と
カ
ネ
』
の
自
民

党
政
治
の
延
命
に
手
を
貸
す
小

池
都
政
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。
そ

の
先
頭
に
立
つ
の
が
私
の
使
命

だ
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

自
身
の
姿
勢
に
関
し
「
反
自

民
の
政
治
」
「
非
小
池
都
政
」

と
強
調
し
た
上
で
「
古
い
政
治

と
決
別
し
、
本
当
に
必
要
な
政

策
に
予
算
を
振
り
分
け
る
都
政

を
つ
く
り
た
い
」
と
都
政
改
革

へ
の
意
欲
を
語
っ
た
。

都
知
事
選
は

衆
院
選
の
前
哨
戦

マ
ス
コ
ミ
は
「
緊
急
票
読
み
」

２
０
２
２
年
参
院
選
の
支
援

政
党
で
は
…
小
池
百
合
子
氏
が

約
２
８
７
万
票
、
蓮
舫
氏
が
約

１
７
２
万
票
と
報
道
し
て
い
る
。

有
権
者
数
１
１
０
０
万
人
超

と
い
う
首
都
決
戦
に
は
、
２
０

人
以
上
が
出
馬
表
明
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
は
小
池
、
蓮
舫
、

２
人
が
有
力
と
み
ら
れ
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
蓮

舫
さ
ん
に
と
っ
て
は
厳
し
い
闘

い
で
す
。

蓮
舫
さ
ん
が
当
選
す
る
と

自
民
党
政
治
を
支
え
る
小
池

都
政
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
予
想
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙

で
岸
田
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
政

権
交
代
を
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

蓮
舫
さ
ん
は
、
国
民
は
物

価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

特
に
格
差
や
非
正
規
雇
用
で
苦

し
ん
で
い
る
人
た
ち
に
、
政
策

を
届
け
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

ま
す
。

蓮
舫
さ
ん
は
、
安
保
法
制

の
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
を

求
め
る
こ
と
に
賛
同
し
て
い
ま

す
。

地
方
自
治
の
危
機

都
知
事
選
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
さ
な
か
に
、
政
府
は
地
方

自
治
体
に
対
す
る
国
の
指
示
権

を
拡
大
す
る
地
方
自
治
法
改
正

案
を
提
出
し
、
通
常
国
会
で
の

成
立
を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
も
個
別
の
法
律
で
国
に

指
示
権
を
認
め
て
い
る
が
、
地

方
自
治
法
に
指
示
権
を
明
記
す

る
と
し
て
い
る
。

「
地
方
自
治
法
改
正
案
の
指

示
権
は
、
包
括
的
で
何
で
も
か

ん
で
も
指
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
恣
意
的
な
行
使
が
危
惧
さ

れ
る
。
国
の
不
当
介
入
が
懸
念

さ
れ
る
と
し
て
、
立
憲
民
主
党
、

共
産
党
が
反
対
し
た
が
、
３
０

日
衆
院
で
可
決
さ
れ
、
参
院
に

送
ら
れ
た
。

憲
法
が
保
障
す
る
地
方
自
治

は
本
来
、
住
民
の
意
思
に
基
づ

き
、
国
か
ら
独
立
し
た
団
体
が

行
う
も
の
だ
。
指
示
権
で
そ
れ

を
さ
せ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

こ
の
悪
法
に
自
治
体
側
の
反

対
の
声
が
弱
い
。
分
権
改
革
に

逆
行
す
る
流
れ
に
地
方
自
治
体

は
当
事
者
と
し
て
危
機
感
を
持

ち
、
懸
念
を
表
明
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

戦
争
さ
せ
な
い

憲
法
壊
す
な

沼
津
の
会
」
主
催

日
時
６
月
１
６
日
（日
）

１
３
時
３
０
分
～

会
場

沼
津
中
央
公
園

集
会
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

○
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

は
、
日
本
が
「
戦
場
」
に

○
９
条
改
憲
許
さ
な
い

○
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
で
の

「
虐
殺
」
を
や
め
よ

○
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
や
め
よ

雨
天
中
止

土
曜
日･

駅
頭

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

場
所
・Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
南
口

井
上
靖
記
念
碑
前

時
間

１
３
時
３
０
分
～
１
４
時
１
５
分

毎
週
土
曜
日

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
立
っ
て
も
、

腰
掛
け
て
も
参
加
出
来
ま
す
。

雨
天
中
止

あ
な
た
の
思
い
を

行
動
に
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ぬ
ま
づ
憲
法
9
条
の
会

日
本
を
戦
場
に
す
る
な

東
京
都
知
事
選

小
池
都
知
事
（
出
馬
の
方
向
）

と

市
民
と
野
党
の
共
闘
候
補
・

蓮
舫
参
院
議
員
の
一
騎
打
ち



今
年
の
憲
法
記
念
日
に
あ
た
っ

て
の
各
紙
世
論
調
査
で
国
民
の

憲
法
へ
の
「
大
き
な
流
れ
」
は

出
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
。
朝

日
「
憲
法
９
条
を
変
え
な
い
ほ

う
が
よ
い
」
７
６
％
、
「
今
の

憲
法
９
条
が
あ
る
こ
と
で
日
本

は
戦
争
を
し
な
い
で
す
ん
で
き

た
」
に
「
共
感
す
る
」
７
６
％
。

共
同
通
信
「
国
会
で
憲
法
改
正

を
め
ぐ
る
議
論
」
は
「
急
ぐ
必

要
は
な
い
」
６
５
％
な
ど
で
あ

る
。こ

れ
を
気
に
入
ら
な
い
読
売

は
、
憲
法
改
正
「
賛
成
６
３
％
」

を
１
面
見
出
し
に
も
っ
て
き
た
。

が
、
設
問
を
見
て
首
を
ひ
ね
っ

た
。
今
日
の
政
治
の
「
軍
拡
か

ど
う
か
」
「
経
済
状
態
は
ど
う

か
」
「
裏
金
な
ど
政
治
腐
敗
は
」

な
ど
に
一
切
目
を
つ
ぶ
り
、
超

一
般
的
に
「
憲
法
は
変
え
た
方

が
い
い
か
」
を
聞
い
て
い
る
だ

け
な
の
だ
。

し
か
し
こ
の
読
売
調
査
で
も

「
改
憲
に
前
向
き
な
政
党
で
条

文
作
成
を
進
め
る
」
は
４
４
％
、

「
進
め
る
べ
き
で
な
い
」
が
５

１
％
。
ま
た
改
憲
派
が
「
９
条

の
前
に
ま
ず
」
と
１
点
突
破
を

狙
う
「
大
災
害
な
ど
で
衆
院
議

員
が
不
在
の
と
き
は
」
に
対
し

て
も
「
改
憲
せ
ず
参
院
緊
急
集

会
で
」
５
８
％
と
、
国
民
は
お

お
む
ね
冷
静
だ
。

そ
も
そ
も
、
今
の
裏
金
腐
敗

の
自
民
党
に
改
憲
を
い
う
資
格
、

大
義
が
あ
る
の
か
。
多
く
に
人

の
胸
に
落
ち
る
一
種
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は
「
汚
れ
た
手
で
憲

法
触
る
な
」
だ
ろ
う
。
「
裏
金

触
っ
た
手
で
憲
法
い
じ
る
な
」

と
い
う
発
展
形
も
あ
る
。

さ
て
改
憲
ノ
ー
の
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
は
、
今
の
自
公
政
権

を
や
め
さ
せ
る
の
が
大
目
標
だ
。

そ
の
た
め
に
「
解
散
・
総
選
挙

を
」
と
い
う
の
は
そ
う
な
の
だ

が
、
こ
れ
を
「
岸
田
の
手
で
解

散
」
と
だ
け
考
え
る
必
要
は
な

い
と
言
い
た
い
。
そ
う
ま
ず
悪

政
の
権
化
・
岸
田
を
や
め
さ
せ

れ
ば
い
い
の
だ
。

実
は
自
民
の
一
部
に
も
（
逆

の
立
場
か
ら
だ
が
）
そ
う
考
え

る
向
き
は
あ
る
。
自
民
党
の
元

宿
仁
事
務
総
長
は
岸
田
訪
米
前

に
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
「
９

月
の
任
期
満
了
前
の
退
陣
、
総

裁
選
前
倒
し
⇒
総
選
挙
」
が
あ

る
と
提
言
し
た
と
い
う
（
情
報

誌
『
選
択
』
５
月
号
）
。
同
記

事
は
な
か
ば
岸
田
を
見
放
し
て

い
る
と
さ
え
い
え
る
。
「
思
い

つ
き
で
動
き
、
先
々
を
考
え
な

い
岸
田
の
予
測
不
能
性
は
国
内

だ
け
で
な
く
、
国
際
情
勢
に
も

混
乱
を
も
た
ら
す
恐
れ
を
は
ら

ん
で
い
る
」
。

憲
法
と
メ
デ
ィ
ア

今
週
の
視
点

５
月
１
２
日

*******************

渡
辺
白
泉

街
燈
は
夜
霧
に
ぬ
れ
る

た
め
に
あ
る

銃
後
と
い
ふ
不
思
議
な
町
を

丘
で
見
た

玉
音
を
理
解
せ
し
者

前
に
出
よ

（
元
沼
津
市
立
高
校
教
師
）

＊
国
際
司
法
裁
が
攻
撃
停

止
命
令

イ
ス
ラ
エ
ル
、

孤
立
深
ま
る

＊
パ
レ
ス
チ
ナ
を

国
家
承
認

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
欧
州
３
カ
国

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承

認
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
ガ
ザ
の
戦
闘
終
結
に
向
け

て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
圧
力
を
か

け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
の
「
２
国
家
共
存
」
に

よ
る
和
平

実
現
を
促
す
狙

い
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
強
く

反
発
し
て
い
る
。

＊
東
京
藝
術
大
学
は
、
ガ
ザ
地

区
で
虐
殺
を
続
け
る
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
を
支
援
し
た
ベ
ツ
ァ
ル
エ

ル
美
術
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

と
の
国
際
交
流
協
定
を
打
ち
切
っ

て
く
だ
さ
い

東
京
藝
術
大
学

日
比
野
克

彦

学
長

私
た
ち
は
東
京
藝

術
大
学
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国

立
美
術
学
校
、
ベ
ツ
ァ
ル
エ
ル

美
術
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
と

の
国
際
交
流
協
定
の
打
ち
切
り

を
求
め
ま
す
。

辺
野
古
の
住
民
訴
訟
、

原
告
の
適
格
認
め
る

福
岡
高
裁
那
覇
支
部
は
、
原

告
の
訴
え
を
認
め
、
「
原
告
適

格
が
な
い
」
な
ど
と
し
て
原
告

の
訴
え
を
却
下
し
た
那
覇
地
裁

の
判
決
を
破
棄
し
た
。
住
民
４

人
の
原
告
適
格
を
認
め
た
上
で
、

審
理
を
一
審
那
覇
地
裁
に
差
し

戻
し
た
。
辺
野
古
新
基
地
建
設

工
事
を
巡
る
一
連
の
住
民
訴
訟

の
判
決
で
原
告
適
格
を
認
め
る

の
は
初
め
て
。

＊
改
憲
「
賛
成
」
２
７
％

２
年
連
続
で
減
少
毎
日
新

聞
世
論
調
査

毎
日
新
聞
が
実
施
し
た
全

国
世
論
調
査
で
は
、
岸
田
文
雄

首
相
の
在
任
中
に
憲
法
改
正
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
「
賛
成
」
と
の
回
答
は

２
７
％
で
、
「
反
対
」
と
の
回

答
の
５
２
％
を
下
回
っ
た
。

第220号

ち
ょ
っ
と
良
い
ニ
ュ
ー
ス

「
予
測
不
能
」
の
岸
田
を

倒
す
と
き
だ


